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研究成果の概要（和文）：パプアニューギニア山間部の未舗装道路は、急勾配もしくは渡河部で

車両が走行できない．流通が妨げられ開発の妨げとなっている．現地調達可能材料を利用し人

力で実施可能な方法として「土のう」を利用した橋台補強工、急勾配部の通行性改善に向けた

盤下げ、う回路の設置の有効性が検証された．適正技術の開発とともに技術移転のアプローチ

を工夫することで，現地コミュニティ固有の人員動員方法を通して道路整備に適用され通行性

の改善が進むことが明らかになった． 
  
 
研究成果の概要（英文）：In the highland area of Papua New Guinea, the sections of the roads with 
steep slope and crossing river are impassable, which constrain the development. “Do-nou” technology 
required only locally available material and labour were applied to reinforcement of the abutment of the 
bridge. The slope was made gentle by lowering the level of the road or opening the new route. The 
effectiveness of those intermediate technologies were verified. It was also found that transfer of the 
technology considering the way of the community mobilization made the technology disseminated and 
applied by themselves resulting the improvement of the trafficability. 
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１．研究開始当初の背景 
 パプアニューギニアは太平洋諸国に属し，
低所得国となっている．地下資源に恵まれて
いるものの，農村部における人々のくらしの
豊かさに向けての開発が進んでいない．その

原因のひとつが幹線道路に接続する未舗装
のコミュニティ道路上の車両通行性が確保
できないことである． 
 開発や行政サービスが行き渡らない農村
部では，沿線住民自身が道路整備作業を行う



ことで農道通行性が改善され，貧困削減につ
ながると考えられる． 
 これまで研究代表者は現地調達可能材料
を利用し人力でも効果的に道路改修を行う
手法として，「土のう」を利用した未舗装道
路整備手法を開発した．パプアニューギニア
農村部で，平坦箇所の道路整備に「土のう」
が適用され，整備効果が確認された． 
 山間部の急勾配箇所での通行性改善に向
けた対策が必要であった． 
  
２．研究の目的 
(1) 勾配のある未舗装道路の住民参加型整
備技術の開発 
 
(2) パプアニューギニアという公共心が少
ないと言われる国で，住民参加型未舗装道路
整備手法を実践するための技術移転手法の
検討 
 
(3) 住民参加型未舗装道路整備技術移転後
のコミュニティの中で起こる変化の把握 
 
３．研究の方法 
(1) パプアニューギニア山間部の主要都市
マウントハーゲンに拠点を置き（図 1），試験
施工対象コミュニティ道路を選定した（図 2）．
その際，現地政府道路省，パプアニューギニ
ア工科大学出身技術者らと連携し，情報を得
た． 
 市街地から A点までは舗装されている。A
点からロッジに至るまでは勾配のある砂利
道となり、ところどころ道路排水を横断させ
るためのカルバートが設置されている。斜面
が浸食され道路幅が狭い箇所があるが、なん
とか年間を通して車両が通行できる状態に
ある。 

接続点（B）より D点までの約 1.29 km が
整備対象農道である。その縦断図を図 3に示
す。12 %から 20%の急勾配が続き路面は地山
のままである。雨が降ると路面が泥濘化し、
4輪駆動車でも走行が不能となる。ほぼ中心
にあたる C点では河川が横切り、丸太橋が架
設されている。しかし老朽化し不安定である
ため、年中車両の通行は不可能となっている。 

 
(2)コミュニティの道路整備に対する意欲を
検証しながら，渡河部，急勾配部の通行性改
善に向けた技術指導と試験施工を実施した． 
 
(3) 整備後，コミュニティの住民参加型道路
整備に関する意識をアンケート調査を実施
し把握した． 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
４．研究成果 
 
1 年目（平成 21 年度）に選定した対象道路

は，急峻な地形と渡河部の橋の損傷のため，
車両が走行できない状態であった(図 4)．2
年目（平成 22 年度）で橋の架設に向けた橋
台の設置について，現地調達可能材料を利用
し人力で実施可能な方法として「土のう」の
適用性を検証し技術移転を行った（図 5）． 
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図 1 パプアニューギニアでの活動地域 
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図 2 整備対象道路位置，平面図 
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図 3 整備対象道路縦断図 
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 図 8 横桁を設置する住民 
 

図 4 不安定で車両が通行できない橋  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 5「土のう」を利用した橋台作成状況  図 9図 4の橋が村人により架替えられた様子

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 6 両岸の橋台が完成した様子 
 図 10 勾配を緩くするため 1m 以上盤下げ 

 
その後コミュニティによる作業が継続され
橋台が完成した（図 6）． 
3 年目（平成 23 年度）では，丸太を利用し
た橋桁（図 7），横桁設置に向け技術指導を行
い（図 8），架橋が完了した（図 9）．さらに，
渡河部以外の全長約 1.2 km の範囲の通行性
改善に向けた対策（盤下げ（図 10），平面移
動距離を伸ばし勾配を減少させるためのう
回路の設置）を提案した．その後コミュニテ
ィによる作業が行われた結果，車両の通行が
可能となった． 
そこで道路整備活動の道路沿線コミュニ

ティへの社会的影響，意識変化を評価するた図 7 人力で架設された丸太桁 



め，インタビュー調査を実施した．道路整備
による便益を得ていることが明らかになっ
た． 
 本研究を通して，以下の 2点が山間部未舗
装道路の通行性を改善することに有効であ
ると言える． 
1. 現地調達可能材料を利用しかつ人力で

実施可能な効果的な道路整備手法の技
術開発し，移転すること 

2. 新たに移転された道路技術が，現地コミ
ュニティ在来の地縁技術とともに地域
固有の人員動員方法を通して道路整備
に適用されること 

本研究で確立された未舗装道路整備アプ
ローチは，コミュニティの持続的な道路整備
活動と，通行性改善による社会経済活動の活
性化につながる．その普及は，パプアニュー
ギニア現地問題を現地の人々で解決するこ
とになり貧困削減につながると考えられる． 
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